
No. 2B3

16 -st1- 10
20 -2nd- 21
27 -3rd- 15
12 -4th- 13

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

25 * 13 0 3 6 13 1 2 0 0 3 3 0 1 0 0
2 - - - - - - - - - - - - - - -
5 - - - - - - - - - - - - - - -
6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
23 - - - - - - - - - - - - - - -
24 - - - - - - - - - - - - - - -
30 - - - - - - - - - - - - - - -
32 - - - - - - - - - - - - - - -

33 * 9 0 0 1 6 7 7 4 4 2 6 0 0 0 0
35 * 12 0 1 6 7 0 0 3 1 2 3 0 1 0 0
51 16 0 1 5 13 6 6 2 2 1 3 0 0 0 0
72 * 11 1 3 3 8 2 2 1 0 1 1 0 0 0 0
92 * 8 0 1 4 10 0 0 2 1 5 6 0 0 0 0
0 6 0 0 3 4 0 0 2 1 2 3 0 1 0 0
                
                
                
                
                

       

合　　計 75 1 9 28 61 16 17 14 9 16 25 0 3 0 0 0:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

15 * 10 2 7 2 1 0 0 4 0 4 4 0 0 0 0
8 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 - - - - - - - - - - - - - - -
11 - - - - - - - - - - - - - - -
12 2 0 0 1 2 0 0 4 2 2 4 0 0 0 0
14 * 21 4 13 4 9 1 2 4 1 2 3 0 0 0 0
16 - - - - - - - - - - - - - - -
17 - - - - - - - - - - - - - - -
18 - - - - - - - - - - - - - - -
23 * 4 0 0 2 4 0 0 3 2 1 3 0 0 0 0
25 - - - - - - - - - - - - - - -
34 * 7 0 0 1 9 5 6 2 6 10 16 0 2 0 0
35 * 15 3 8 3 6 0 0 2 0 2 2 0 0 0 0
91 - - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - - -
                
                
                
                
                

       

合　　計 59 9 31 13 31 6 8 19 11 21 32 0 2 0 0 0:00

FG: F: TO: MIN:
成功 3P: OR: AS: S: スターター

試投 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:

大会名称：

開催場所：

試合区分：

期　　　日：

開始時間：

終了時間：

ゲームレポート

ブロックショットトータルリバウンド

○ ●

75 59

フリースロー

フィールドゴール

％:

第１ピリオド　出だしから、両者ともに激しいプレッシャーでディフェンスを仕掛け一進一退の攻防が続
く。残り2分を切ったところで、東北学院大学＃７２の鋭いドライブからのレイアップシュートが決まり、富
士大学はたまらずタイムアウト。その後も東北学院大学が流れを掴み、１６－１０でそのまま東北学院
大学がリードで終了。
第２ピリオド　前半に引き続き富士大は東北学院大学に対しディフェンスを強め、簡単にシュートを許さ
ない。富士大＃３５の3ｐシュートにより同点に追いつくが東北学院大学＃２５の相手の不意を衝くアシ
ストパスからの＃３５の確実なシュートで東北学院大学が優位に立つ。両チームともにファウルが重な
り、一つのミスも許されない緊迫した試合の中、富士大＃３５の3pが決まりだし富士大学が追い上げる
も一歩及ばず、３６－３１で東北学院大学がリード。
第３ピリオド　前半に打って変わり富士大学＃１４の３ｐシュートを皮切りに流れは富士大学へ。３ｐの加
点によりすぐに同点に追いつくも東北学院大学＃３３の執念のインサイドプレーで富士大学のチーム
ファウルが重なる。またも流れは東北学院大学に移り、富士大学に疲労の影が見え始める。安定した
速攻を見せる東北学院大学に対して富士大学はオフェンスでのミスが目立ち我慢の時間帯が続く。残
り0.1秒富士大学＃３５のスピード感溢れるドライブインが決まり第三ピリオドを６３－４６で終了。
第４ピリオド　まだまだここからが正念場の富士大学はさらにディフェンスを強め、この第4ピリオドで逆
転を狙う。しかしながらディフェンスリバウンドを勝ち取れず、東北学院大学にインサイドでの得点を許
してしまう。終始優勢の東北学院大学はそれぞれが連携した速い攻めを展開することで偏りなく全員
がシュートへ持ち込んでいく。対して富士大学は＃３５＃１４のガード陣を中心にシュートを狙うも東北
学院大学の身長の壁を前に苦戦を強いられ、ファウルだけが増えていく。７５－５９でこの試合東北学
院大学が勝利した。
まとめ　両者一進一退の攻防が続く中、東北学院大学＃５１のリバウンドシュートが決まると流れが東
北学院大学に傾く、東北学院大学の粘り強いオフェンスリバウンドに圧され３６－３１で前半を折り返
す。第三ピリオド開始と同時に＃３５の３ｐにより同点に追いつくも度重なるファウルにより流れは長くは
続かなかった。対する東北学院大学は＃７２のスティールと＃５１のインサイドプレーで確実に加点し、
点差を開く。終始流れは東北学院大学のまま７５－５９で試合終了。

担当者：（） 東北大学バスケットボール連盟
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